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　防犯活動に従事する本協会の理事の中でも、積極的に参加してもらえる方が固定化しつ
つある。
　パトロール実施日時等を再検討のうえ、各理事への参加を促し、防犯活動の充実化を図
る必要がある。
　また、防犯隊に対しては、引き続き装備品を充実させ、安全で安心な防犯活動が実施で
きるよう対策を考える必要がある。

洋野町種市防犯協会

防犯啓発装備品整備事業

平成24年8月1日　～　平成25年2月28日

　洋野町種市防犯協会では、各種イベント時や地域安全運動時等において、防犯隊及び
各理事による防犯パトロール（防犯警戒出動）を実施している。
防犯パトロール（防犯警戒出動）は夜間に実施する場合もあり、夜間における車両誘導や
雑踏警備などの活動を安心かつ安全に行うために、東日本大震災特別助成地域安全事
業助成事業を活用し、本会防犯隊に対し、誘導棒135本及び反射ベスト135着、また各理
事用として反射材付帽子30個を購入した。

　防犯隊に配備した誘導棒、反射ベストは、防犯隊（１本部、26部、隊員数359名）に対し、
本部及び各部に対し、各５セット配布し、各種イベント時等において、夜間における車両誘
導及び雑踏警備などの活動時には活用している。
　誘導棒及び反射ベストを着用することにより、夜間における安全性が確保されることはもと
より、防犯隊員と一般者の区別が容易になり、防犯警戒活動にも効果が得られた。
　各理事に配備した反射材付帽子は、前後方に反射材が施され、夜間パトロール時にお
ける安全性を高めることができた。
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